
  
 

  

日
本
国
憲
法
の
も
と
で
は
、
政
治
は
「
国
民
主
権
」

を
源
泉
と
し
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
い
か
な
る
政
治

問
題
も
国
民
主
権
（
後
述
コ
ラ
ム
参
照
）
に
基
づ
い
て

解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

で
は
政
党
公
費
助
成
制
度
は
国
民
主
権
の
も
と

で
正
当
性
を
持
つ
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず

「
政
党
助
成
法
」
の
概
要
か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。 

 

◆
…
「
政
党
助
成
法
」
の
概
要
…
◆ 

 
 《

政
党
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
》 

① 

衆
議
院
議
員
ま
た
は
参
議
院
議
員
を
五
人

以
上
有
す
る
政
治
団
体 

② 

衆
議
院
議
員
ま
た
は
参
議
院
議
員
を
一
人

以
上
四
人
ま
で
有
し
て
、
し
か
も
補
欠
選
挙

を
除
く
直
近
の
四
つ
の
国
政
選
挙
の
う
ち
、

ど
れ
か
一
つ
で
得
票
総
数
が
有
効
投
票
数

の
百
分
の
二
（
二
％
）
以
上
を
獲
得
し
た
政

治
団
体 

こ
の
ど
ち
ら
か
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合

に
、
交
付
と
使
途
に
条
件
と
制
限
が
つ
か
な
い
政

党
交
付
金
を
交
付
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

（
政
党
助
成
法 

第
二
条
・
第
四
条
） 

《
政
党
交
付
金
の
交
付
方
法
に
つ
い
て
》 

そ
の
年
の
総
額
（
直
近
の
「
国
勢
調
査
」
の
結

果
に
よ
る
人
口
に
二
百
五
十
円
を
乗
じ
た
額
）
を

議
員
数
割
＝
議
員
数
に
応
じ
て
配
分
（
総
額
の
二

分
の
一
）、
得
票
数
割
＝
得
票
数
に
応
じ
て
配
分

（
総
額
の
二
分
の
一
）
。
そ
の
合
計
額
を
有
資
格
政

党
に
交
付
す
る
と
し
て
い
ま
す
。 

（
第
三
条
・
第
七
条
第
二
項
） 

 
 

◆
…
政
党
活
動
の
自
由
と
は
…
◆ 

 
 

国
民
主
権
の
も
と
で
は
、
政
党
は
基
本
的
に
は

主
権
者
国
民
が
国
民
主
権
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
、

つ
ま
り
自
己
の
世
界
観
に
基
づ
く
理
想
の
政
治
を

実
現
し
よ
う
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
理
想
の
政
権
・

国
家
・
社
会
を
樹
立
し
よ
う
と
し
て
、
他
の
主
権

者
国
民
と
共
に
結
成
す
る
組
織
（
団
体
）
で
す
。 

 

従
っ
て
国
民
主
権
の
も
と
で
は
、
政
党
を
結
成

し
、
運
営
し
、
解
散
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
政
党 

   

し
、
運
営
し
、
解
散
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
政
党

に
加
入
す
る
こ
と
や
、
政
党
の
活
動
に
従
事
す
る

こ
と
な
ど
は
、
主
権
者
国
民
の
基
本
的
人
権
（
政

治
的
人
権
）
な
の
で
す
。
日
本
国
憲
法
は
こ
の
こ

と
を
「
結
社
の
自
由
」（
第
二
十
一
条
）
と
し
て
保

障
し
て
い
ま
す
。 

 

国
家
は
政
党
を
国
家
機
関
の
一
つ
、
ま
た
は
そ

の
下
請
け
機
関
と
し
た
り
、
政
党
の
存
在
や
活
動

を
禁
止
し
た
り
、
制
限
し
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

ま
た
国
家
は
、
政
党
の
内
的
事
項
（
党
役
員
の
選

任
、
党
規
則
の
制
定
、
党
の
意
思
決
定
方
法
な
ど
）

に
干
渉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
国

家
は
「
政
党
の
自
由
」
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

「
政
党
の
自
由
」
に
は
政
党
を
結
成
す
る
自
由
、

結
成
し
な
い
自
由
、
政
党
に
加
入
す
る
自
由
、
加

入
し
な
い
自
由
、
離
党
の
自
由
、
政
党
を
解
散
す

る
自
由
、
自
主
活
動
の
自
由
（
以
上
「
結
社
の
自

由
」
が
保
障
） 

他
の
政
党
と
の
平
等
的
取
り
扱
い
（
憲
法
第
十

四
条
の
「
法
の
下
の
平
等
」
が
保
障
）
、
議
員
、
選

挙
人
の
資
格
の
他
の
政
党
と
の
平
等
的
取
り
扱
い

（
憲
法
第
四
十
四
条
が
保
障
）、
政
党
の
「
表
現
の

自
由
」（
憲
法
第
二
十
一
条
）、「
学
問
の
自
由
」（
憲

法
第
二
十
三
条
）
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。 
 

 

◆
…
政
党
公
費
助
成
の
問
題
点
は
…
◆ 

 

 
 
 

 

【
一
】 

政
党
に
政
党
交
付
金
が
交
付
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
政
党
の
存
立
と
活
動
は
交
付
金
に
依
存
す

る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
額
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど

そ
れ
が
顕
著
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
交
付

金
の
額
の
増
減
措
置
、
交
付
金
の
廃
止
措
置
を
操

作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
＝
時
の
政
権
が
、

政
党
の
生
殺
与
奪
権
を
握
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 

【
二
】 

そ
う
な
る
と
政
党
は
交
付
金
を
失
う
こ
と
を
恐

れ
て
、
そ
の
政
権
の
追
従
者
と
な
り
、
主
権
者
国
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民
と
共
に
そ
の
政
権
（
党
）
の
反
憲
法
的
、
反
民

主
的
政
治
と
闘
う
こ
と
を
放
棄
す
る
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
従
っ
て
政
党

へ
の
交
付
金
の
交
付
は
、
政
党
と
国
民
主
権
及
び

民
主
主
義
を
む
し
ば
む
危
険
な
「
麻
薬
」
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
 
 
 

【
三
】 

政
党
へ
の
交
付
金
の
交
付
は
、
一
般
活
動
費
で

あ
れ
選
挙
費
用
で
あ
れ
、
主
権
者
国
民
か
ら
政
党

を
遊
離
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
政
党
に

と
っ
て
最
も
大
切
な
国
家
か
ら
の
自
由
な
存
在
と

い
う
立
場
を
侵
す
こ
と
に
な
る
根
源
で
す
か
ら
、

そ
の
実
施
は
国
民
主
権
を
空
洞
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 
 
 
 

【
四
】 

政
党
に
交
付
さ
れ
る
交
付
金
は
国
民
の
税
金
で

す
。
自
分
の
税
金
が
自
分
の
支
持
し
な
い
政
党
に

行
く
こ
と
を
拒
否
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
政
党
へ

の
交
付
金
の
交
付
は
「
強
制
献
金
」
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
故
、
各
人
の
「
思
想
・
良
心
の
自
由
」（
憲
法

第
十
九
条
）
や
「
結
社
の
自
由
」
を
侵
害
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。 

 

◆
…
民
主
主
義
損
な
う
交
付
金
…
◆ 

  
 
 

 

【
五
】 

小
政
党
が
交
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
問
題
に
つ
い
て
、「
政
党
の
自
由
」
が
確
保
さ
れ

る
た
め
に
は
、
国
家
の
政
党
に
対
す
る
取
り
扱
い

の
「
平
等
」
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。 

① 

「
政
党
の
平
等
」（
憲
法
第
十
四
条
）
は
、

国
家
が
政
党
の
結
成
・
運
営
・
活
動
な
ど
に

干
渉
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
「
機
会
の

平
等
」（「
画
一
の
平
等
」）
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

② 

党
の
大
小
、
与
党
か
野
党
か
、
保
守
か
革
新

か
、
資
本
主
義
志
向
政
党
か
社
会
主
義
志
向

政
党
か
な
ど
を
基
準
に
し
て
、
国
家
が
政
党

を
差
別
す
る
こ
と
は
、「
政
党
の
自
由
」
と

「
政
党
の
平
等
」
の
侵
害
と
な
り
ま
す
。 

③ 

従
っ
て
、
一
定
以
上
の
数
の
議
員
や
得
票
率

を
持
つ
政
党
に
の
み
交
付
金
を
交
付
す
る

こ
と
は
、「
政
党
の
平
等
」
と
「
政
党
の
自

由
」
に
違
反
し
、
許
さ
れ
な
い
と
考
え
ま
す
。 

④ 

さ
ら
に
一
般
活
動
費
や
選
挙
費
を
議
員
数

や
得
票
率
の
高
い
政
党
に
多
く
交
付
す
る

の
も
同
様
で
す
。 

⑤ 

政
党
の
評
価
は
国
家
の
権
限
で
な
く
、
主
権 

者
国
民
の
固
有
の
権
利
で
す
。 

 
 
 

 

【
六
】 

政
党
は
そ
の
命
で
あ
る
国
家
か
ら
の
自
己
の
自

由
を
確
保
す
る
た
め
に
、
党
員
の
収
め
る
党
費
、

機
関
紙
な
ど
の
事
業
収
入
、
主
権
者
国
民
の
個
人

的
な
寄
付
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

政
党
が
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は
、
政
党

自
身
と
国
民
主
権
の
堕
落
で
す
。 

 
 
 

 

【
七
】 

主
権
者
国
民
か
ら
で
な
く
、
国
家
か
ら
お
金
を

も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
時
、
政
党
は
国
民
か
ら
離

れ
て
い
き
、
国
民
は
政
党
を
統
制
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
国
民
は
政
党
を
媒
介
に
し
て
国
家

（
当
該
政
権
）
を
統
制
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ

う
な
れ
ば
国
民
主
権
は
空
洞
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

◇
◆
◇
国
民
主
権
の
原
理 

 

「
国
民
主
権
」
と
は
、
国
家
の
「
主
権
」（
最
高
の
統

治
権
力
＝
国
家
権
力
）
を
保
有
し
、
行
使
す
る
正
統
性

を
持
つ
者
（
主
権
者
）
は
、
国
民
の
集
団
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

主
権
者
国
民
の
一
人
ひ
と
り
は
、
主
権
の
「
割
符
」

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
割
符
」
を
持
つ
人
は
選
挙

権
と
被
選
挙
権
を
持
ち
、
国
家
の
意
思
の
決
定
と
執
行

に
関
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
国
家
の
行
う
政
治
の

最
終
決
定
権
は
、
国
民
が
持
っ
て
い
ま
す
。 

国
家
や
自
治
体
の
決
定
は
、「
仮
の
決
定
」
で
あ
り
、

国
民
は
そ
れ
に
反
対
な
ら
「
Ｎ
Ｏ
」
と
い
わ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
言
わ
な
け
れ
ば
「
仮
の
決
定
」
が
正
式
の
決

定
に
な
り
ま
す
（
主
権
者
の
「
Ｎ
Ｏ
」
を
無
視
す
る
議

員
、
大
臣
、
首
長
は
、
次
の
選
挙
で
必
ず
落
と
す
）。 

議
会
が
あ
る
こ
と
と
国
民
投
票
が
あ
る
こ
と
は
矛
盾

し
ま
せ
ん
。
国
家
の
政
治
の
最
終
決
定
権
を
持
つ
の
は

主
権
者
国
民
だ
か
ら
で
す
。 

国
民
主
権
が
成
立
す
る
と
、
民
主
主
義
が
生
ま
れ
ま

す
。
民
主
主
義
と
は
国
家
と
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

民
衆
尊
重
主
義
が
貫
か
れ
る
こ
と
で
す
。
民
主
主
義
の

み
が
、
民
衆
を
大
切
に
す
る
立
場
（
主
義
）
で
す. 
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三
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に
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ま
し
た
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